










On Stephen Dodd, The Youth of Things: Life and
Death in the Age of Kajii Motojiro : For the
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ことがある︒ドッドは︑そ 序が︑先行研究 概況の紹介 入ったところで︑鈴木貞美『梶井基次郎の世界』
（作品社︑二〇〇一）
にふ
れ︑ ﹁今日まで日本における最も大規模な研究﹂ ﹁膨大な情報量を提供するだけでなく 作家と広く文芸の傾向 社会の動向と 関係を探究している﹂が︑ ﹁幅広くトピックスをカヴァーしているものの︑どこかの領域を深く掘り下げるものではない
（
it does not pursue any 
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今日︑絵画・彫刻のモダニズムは︑一九三〇年代 むしろ最盛期を迎えること︑文芸でも石川淳︑太宰治︑坂口安吾︑久生十蘭らによってモダニズムはさらに新たな局面に入るこ が明 か されいる︒また︑わたしが組織した研究グループ ﹁日本回帰﹂と呼ばれてきた現象の内実に踏み込み︑一九〇〇年代 西欧象徴主義の理念を受けとめ︑芭蕉俳諧を日本の象徴主義と見て礼賛す 流 つくられ︑萩原朔太郎が第一次世界大戦後に西欧 前衛詩人たちが日本の俳句 手本にしていること 知り︑ ﹁象徴の本質﹂
（一九二六）









































































る女主人公に対して読者の同情の涙を誘うものだった︒いわば人情に訴えるヒューマニズムの作風である︒実際︑男女とも 重度の結核患者と結婚する者は︑まずいなかった︒宮沢賢治の家系が﹁結核の家系﹂と噂されたよう 遺伝性 誤解され こ もなかったわけではない︒しかし︑軽度であれば︑社会から遮断 ていたわ ではない︒ ﹁天刑病﹂といわれ︑遺伝性の妄信が抜けず︑とくに第二次世界大戦下に言語に絶す 迫害を受けたハンセン病患者と比べても︑ちがいは歴然としている︒　
梶井基次郎は第三高等学校在学中から肺尖カタルの診断を受けて
いたが︑東京帝大に進学し︑伊豆・湯个島温泉に養生の地を求めたのも一時の避難のつもりで︑英語の教師 なろうかと考え こともあった︒病が重くなり︑ 阪へ帰って ち︑親族 の同居を避け︑



























較する︒ ﹁悪いガラス屋﹂は︑語り手がガラス売り 悪罵を投げつけたあと︑アパルトマンの最上階から植木鉢を落とし︑ガラス売りが背負ったガラスを粉々にし︑ ﹁美しき な人生﹂
（
La beau en vie! ）
と︑
快哉を叫んで終わ 『パリの憂愁』の献辞を参照していえば︑ ﹁巨大な都市への頻繁な訪問と︑そこ おける無数の関係の交錯によって起こる﹂ ﹁倦怠と夢想から迸り出るエネルギー﹂にかたちを与える意図のもとに書かれたものである︒梶井基次郎は︑粉々になったガラスを色ガラスのように記憶して たと伊藤整が回想に遺 ていることなど紹介しながら︑ドッドは︑憂鬱から起 る破壊衝動による﹁悪﹂をあげ︑ふたつの作品の共通性をいう　
問題にすべき点は二つある︒そのひとつは︑基次郎がボードレー








Papers vol.2: Sources of the Self: the M
































れ﹂と呼び︑ボードレールと芭蕉 ︑その感興をうたっ 詩人 あるかのように論じている︒どちらも勝手な解釈にすぎない︒梶井基
スティーヴン・ドッド『青春のことども――梶井基次郎の時代の生と死』に寄せて
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学校との共演による公演を突如︑中止に追い込んだ︒基次郎は︑それに対する強い憤りをかなりのちまで記している︒ ﹁檸檬﹂の底にあるのは︑作家 個人史の水準でいえば 祝祭喪失後︑鬱屈した詩人の﹁不機嫌﹂ゆえ 八つ当たり的行為ではなく︑自由を抑えられた﹁憤懣﹂を想像のなかで爆発させ ことになろう︒それゆえ︑『梶井基次郎の世界』序章では︑日露戦争後の﹁憂さ晴らし﹂の系譜を辿り︑基次郎の五官の感覚がバラバラにはたらくことへの関心や錯覚 歓ぶ精神を都市大衆文化にあふれるナンセンス趣味 関連させて︑価値倒錯が価値観総体 破砕 向かったも と論じた︒むろん︑ ﹁檸檬﹂を爆弾に見立てる発想 は︑ダダ︱ア ーキズム系の動きを無視できない︒　
それらをドッドは﹁情報﹂としては知っている︒だが︑梶井基次






道の傾斜をはかる﹁水準器﹂にたとえるなどユーモラスな比喩を用いている︒病 負った身体意識が梶井基次郎の表現の大きな特徴の一つをなす︒それはよい︒だが︑病の意識が要素として登場し い作品も多 ︒ ﹁檸檬﹂の次の﹁城のある町 て﹂
（一九二五）
では︑









ところが︑日本の多くの批評は作品 作家に還元し︑作品間 ちがいを無視してきた︒ドッドはそれに加えて﹁広 視野﹂の名の下に鈴木不二雄の立論に対するわたし 批判には目をつむり︑ベンヤミンの都市のフラヌール
（散歩者）
論やチャールズ・テイラーの﹁エ
ピファニー﹂論など 助けを借りて︑ ﹁檸檬﹂の表現とボードレールの憂愁と 共通性 括りだす︒　
チャールズ・テイラーがジェイムズ・ジョイスなど二〇世紀モダ

























onies d ’ un jour qui git au sein, inconscient, de 


































































ジョン・ラスキンも﹁真の生命﹂を原理に立て︑そ 系譜に連なるウォルター ペイター『 ネサンスの歴史研究』
（
Studies in the H
istory 














he Ideals of the East, w
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a ” （第二章以下も） ︑また注
23︑
“O




















he Sense of an Ending : 
Studies in the T


























































































































































































































istory as a C






















































成することを免れないことを指摘し︑歴史のメタ・レヴェルに立つことを主張したことで知られる︒メタ・ヒストリー︑ ﹁歴史の歴史﹂が成り立つのは︑物語 歴史の未分化な時代はもとより 実証主義の時期に入っても︑レオポルド・フォン・ランケがモラ ッシェ・エネルギーを歴史の原動力 考え︑マルクス エ ゲル が歴史の法則的発展を唱えるなど︑歴史観というイデオロギーが働く︒それゆえ︑既成の歴史観 批判し 蓋然性や客観的妥当性の有無や程度
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 “pure experience ” すなわち︑
“non-reﬂective consciousness ” 




























価値を与える一種の﹁古代回帰﹂ 考えに触発さ ︑仏像彫刻 伝統の底に日本民族 情念の迸
ほとばし
りを﹁発見﹂した︒それがケンブリッ
































urélia ou le rêve et la vie, 1855 ）
中にイシスの
神話などが現れるこ は︑さしずめ 一七九八年から一八〇一年にかけてのナポレオンのエジプト遠征の﹁トラウマ の現れとなろう︒











期の東京が対象 なってい こと︑ ﹁過古﹂
（一九二六）
における記













された実存というキリスト教圏の考えによるも では く︑自然科学によって︑生を一回的現象と見れば容易 結ばれ イメージだろう︒梶井基次郎と同時代に︑ 宮沢賢治は詩集『春と修羅』
（一九二四）

























he sense of an Ending; Studies in the T





















des Abendlandes, 1918, 22 ）
と無縁ではなかろう︒カーモードが日本の
















































































































































esthecs of Japanese Fascism
, 2009 ）
を参照












鼓舞するものであった いう︒ここでは︑太陽の恵みを拒否する主人公＝語り手の姿勢との関連が説かれていない︒ ﹁へたばるまで歩け﹂は︑自分で自分を﹁歩き殺してしまえ﹂と続く︒これこそ︑﹁冬の蠅﹂のクライマックスだとわたしは読んできた︒身体の生を犠牲にしても精神の生を求める態度である︒これと梶井基次郎が自分の命を削るようにして短篇小説 世界を研ぎ澄 していったこととは無縁ではない︒芸術至上主義 浸透を考えてよ ︒　
だが︑生命原理主義の流れが︑佐藤春夫﹁ 「風流」論﹂や萩原朔
太郎﹁象徴の本質﹂により︑芭蕉俳諧こそ︑そ 流れ 代表するもの︑世界に冠たる日本の象徴主義文芸という声が高まってゆき︑﹁わび﹂ ﹁さび﹂ ﹁幽玄﹂が﹁日本的なるもの﹂という合唱が一九三〇年代の芸術論に高まっていったこと 対して︑梶井基次郎は﹁筧の話﹂で 山中 聞こえるかそけき水音に惹かれる自ら 意識を書きながら︑そのような精神 傾きを生む基盤を﹁退屈﹂に見極めた︒梶井基次郎は自身の心性を題材にして︑ ち早く文化ナショナリズムの流れに批判を加えたのであ
（
28）︒ロマンティック・イ





あること︑これを語彙の静より動を求めるものと述べ︑ブルジョワ社会の初期から文化的生産物を自動的なものと見なすフェティシズムがあるというテリー・イーグルトンの説 あげ︑梶井の表現がそれに抗うと見ることもできるという︒まず﹁檸檬﹂で 夜 八百屋の店先を照らす電灯の光の眩
まぶ
しさについて︑そのころ電灯の光度が













対応していることはたしかである︒だが︑それらは作品の核心をなすレモンから受けた快い刺戟の語り方とは対照的だろう︒そして爆弾は︑やはり手榴弾の形からの連想 り︑片方がすぼみ気味の卵型の電球と結びつけるのは無理だと思う︒広い文脈において様ざまな読み方の可能性を探るのはよいが︑実際 作品 しくみと論脈にあたるものを破壊して な ま ︒　﹁ある心の風景﹂における女の全体性と腕の形容は︑語り手の抱く﹁女﹂の観念と実物 落差を示しており︑ ﹁檸檬﹂という単なる事物が感覚をとおして夢想に結びついてゆく と表裏する︒その着眼はよい︒が︑対象のパーツ化をすなわちオブジェ
（物象）
化と見













































































































それこそバタイユ せよ︑ハンス・ベルメールにせよ いくらでも戯れることができるだろう︒江戸川乱歩にも女体 パーツで触 の美を書こうとした作品がある︒わたしは成功し ると思わないが
（
34）︒




















 “essay ” の訳語として明治
期から用いられていた語であり︑先にあげた永井荷風 矢はずぐさ﹂は︑日本における私小説の淵源を明らかにしつつ 主人公を造形せずに自分の身辺の出来事を書くこと























































































La volonté de savoir,  
H
istoire de la sexualité, V
olum




















































he Principles of Psychology, 
1890 ）
で︑途絶えることのない意識の連続性をいい︑反省的にその





































































 context to text ” と題する





















梶井基次郎』 （社会思想社︑ 現代教養文庫︑ 一九七七）以来とっ
てきたものであり︑その努力の方向は︑江戸川乱歩︑石川淳︑堀辰雄らにせよ︑最近の『宮沢賢治
︱︱
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から象徴主義まで﹂ （ 『日本研究』四三集︑二〇一一）など参照︒ハルトマンは︑他者に対する感情のはたらきを︑相手から受け身的に畏怖の印象を覚える場合と︑対象に感情移入して乗り移る場合とに分 ており︑鷗外が後者を﹁同化﹂ 訳してい ことに着目すると 独歩『武蔵野』中﹁忘れえぬ人々﹂に︑その意味での﹁同化﹂が見出せる︒ 『武蔵野』中﹁小春﹂では︑ウィリアム・ワーズワース 詩句から﹁万物の生命﹂ （
life of things ）と
いう語が引かれており 同時期の徳富蘆花や島崎藤村 ジョン・ラスキン『近代画家論』 （
M














しなどを提起し︑以降︑ ﹁日本文学﹂概念の形成と展開 ﹁自然主義﹂ ﹁象徴主義﹂ 文芸思潮 文芸史 見取り図の転換および明治期言文一致神話の解体（日本の知識層は古代からバイ・リテラシー）に取り組み（ 『入門』などを参照されたい） ︑ 『超克』では︑ トマス・クーン『科学革命 構造』 （
T
he 
















































鈴木貞美『 ﹁日記﹂と﹁随筆﹂ 』および『日記で読む日本文化史』 （ともに
前掲書）を参照︒またドッドは﹁私小説﹂を
 “shish ōsetsu ” と呼んでいるが︑
梶井基次郎の時期には
 “w
atakusi sh ōsetu ” が普通で︑





















同一性﹂を説いた︒簡単にいえば︑生と死は個体 お て 絶対矛盾の関係にあるが︑個体の死は他の生命を養うので﹁大きな生命﹂においては同一という論理である︒ 『探究』第六章を参照︒
（
42）  ﹁修養日記﹂および『三太郎の日記』とそのスタイルについては『日記で読む日本文化史』第五章 参照︒
（
43）  『宮沢賢治
︱︱
氾濫する生命』を参照︒
